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資料のタイトル 
エアクーラーの腐食(2)	
 	
 	
 	
  

本資料の	
 

作成者名 
橋本哲之祐 

失敗事例のタイトル 
重油間接脱硫装置エフルエントクーラーの異常腐食減肉	
 	
 	
 	
  

一次原因（材料要素） 
局部腐食、硫化物腐食	
  

機種 
エフルエントクーラー＾	
 	
  

部品 
フィン付き伝熱管 

材料 
炭素鋼	
 	
  

概略の寸法 
	
 	
  

損傷発生時の状況 
重油間接脱硫装置の反応生成油エアクーラーに運転開始７ヶ月で炭素鋼製クーラーフィンチューブの入口管板

付近での腐食減肉による漏洩が発生した。運転条件は、入口温度 104℃、圧力 93kg/cm2G	
 	
 	
 	
  
 

調査内容とその結果 
腐食の特徴：腐食減肉場所はチューブバンドル４基並んでいる内の両端バンドルの中央寄りの入口端部に発生

していた。漏洩チューブの状況は入口管板の裏側直後で長さ 30mmにわたり局部的に肉厚減少が著しく、管板
に近い 10mmが裂けていた。	
 	
 	
  
 

損傷発生のシナリオ 
管入口の乱流部での水流化アンモニウム環境下でのエロージョン。	
 	
 	
 	
  
 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策） 
腐食チューブの更新とチューブ入口に SUS304Lフェルール挿入。	
 	
 	
 	
  

教訓 
エフルエントクーラーでの初めての腐食経験。	
 	
 	
  

備考 
	
 	
 	
 	
  

失敗の主要因 
	
 	
 	
 	
  

誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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